









氏 名          児玉閲  
学 位 の 種 類   博  士（図書館情報学） 
学 位 記 番 号   博 乙 第 ２９０３ 号 
学位授与年月日   平成 ３１年 ２月 ２８日 
学位授与の要件   学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科   図書館情報メディア研究科     
学位論文題目    自然科学分野における引用傾向の分野間差異と経年変動 
 
 
主     査    筑波大学 教授 博士（図書館情報学） 緑川信之 
副     査    筑波大学 教授 博士（教育学）    芳鐘冬樹 
副     査    筑波大学 教授 文学修士       逸村裕 
副     査    筑波大学 教授 博士（学術）     中山伸一 
副     査    鶴見大学 教授 博士（図書館情報学） 角田裕之 
 


























が大きいほど，雑誌 A の JIF が高くなると考えられる，としてこれを雑誌 A の期待参考文献数
（Expected References：ER）と呼んでいる。このように，JIFに影響を与える引用傾向として，従来
考えられてきた雑誌が属する分野の前 2年参考文献密度に対して，引用元雑誌の前 2年参考文献密度の
期待値 ER を提案している。その上で，主題的に近縁で JIF に格差のある分野として Clinical 
Neurology（CN）と Neurosciences（NS）の 2 つを選び，それぞれの分野において，分野の前 2年参
考文献密度による雑誌の順位とERによる雑誌の順位を求め，それらと JIFによる雑誌の順位との比較







したことから，分野内における JIFの格差に対しても ERの影響があることを確認したとしている。 
第 4章では，研究課題 2の「JIFにかかわる引用傾向の経年変動の実態およびその JIFの経年変動へ
の影響を明らかにする」に取り組んでいる。JIF の経年変動に影響を及ぼすと考えられる引用傾向とし











第 5章では，第 3章と第 4章の結果を基に結論を導いている。 
 
 


















 第 2章では，本論文の研究課題に関係する先行研究をレビューしている。研究課題 1に関しては，1)
引用傾向の分野間差異，2)JIF の分野間格差の補正，3)引用年齢を考慮した JIF の補正，に関連する先
行研究を，研究課題 2に関しては，1)参考文献密度の経年変動および JIFの経年変動，2)分野間引用関
係に関する先行研究を取り上げていて，やや体系性に欠けるが，本研究に必要な文献は挙げられている。 
 第 3章では，研究課題 1の「JIFにかかわる引用傾向の分野間差異の実態およびその JIFの分野間格
差への影響を明らかにする」に取り組んでいる。その結果，従来から JIFに影響を与えると考えられて
いた前 2 年参考文献密度よりも，期待参考文献数（ER）の方が JIF の分布に近いことを明らかにして
いる。ただし，これは Clinical Neurology（CN）分野での結果で，Neurosciences（NS）の分野では有
意な差がみられなかったことから，分野によって影響の大きさに相違がある可能性も示唆している。次
に，JIFから ERの影響を補正した指標 SCJIFを提案し，2分野間の JIFの分布の格差よりも，SCJIF
の分布の方が格差が縮小したことから，JIF の分野間格差には ER の分布の分野間差異が影響を及ぼし

























 平成 31年 1月 28日，図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において，審査委員全員出席の
もと，本論文について著者に説明を求めた後，関連事項について質疑応答を行った。引き続き，「図書館
情報メディア研究科博士後期課程（論文博士）の学位論文審査に関する内規」第 23 項第 3 号に基づく
学力の確認を行い，審議の結果，審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって，本学位論文の著者は博士（図書館情報学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認め
る。 
